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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
２

０
１

２
回
    

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道

南
奥
駈
道
「「 「「
玉
置

玉
置

玉
置

玉
置
(( (( 本

宮
本
宮

本
宮

本
宮
)) )) 辻辻 辻辻

～～ ～～
山
在
峠

山
在
峠

山
在
峠

山
在
峠
」」 」」
のの のの
交
差

交
差

交
差

交
差
点
検

点
検

点
検

点
検
巡
視

巡
視

巡
視

巡
視
    

    

◇
実

施
日

：
２

０
１

９
年

０
３

月
２

４
日

 
(
日

)
 
 

晴
時

々
曇

後
快

晴
 

◇
参

加
者
：
順
峯

順
峯

順
峯

順
峯
班班 班班
；
沖
﨑

吉
信

、
豊

嶋
 

寛
、
生

熊
千

満
子

、
岩

本
信

行
、

高
階

美
根

子
、

今
中

三
恵

子
、

真
下

修
平

、
梶

野
照

雄
。

 

 
 

 
 

 
逆
峯

逆
峯

逆
峯

逆
峯
班班 班班
；

川
島

 
功

、
濱

野
兼

吉
、

児
嶋

道
夫

、
上

村
洋

司
、

竹
中

卓
治

、
斉

藤
和

美
、

平
田

美
紀

、
小

中
雅

美
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

計
１

６
名

。
 

 

順
峯
班

順
峯
班

順
峯
班

順
峯
班
「「 「「
山
在
峠

山
在
峠

山
在
峠

山
在
峠
→→ →→
玉
置

玉
置

玉
置

玉
置
(( ((
本
宮

本
宮

本
宮

本
宮
)) )) 辻辻 辻辻

」」 」」
    

こ
の

日
の

山
行

を
終

え
、

夕
方

自
宅

へ
帰

っ
た

。
テ

レ
ビ

を
見

る
と

ア
ル

プ
ス

を
主

に
各

地
で

遭
難

事
故

が
あ

っ
て

、
死

者
も

出
て

い
た

。
本

日
の

コ

ー
ス

・
山

在
峠

～
玉

置
辻

間
で

も
寒

さ
の

厳
し

い
一

日
で

あ
っ

た
。

 

直
前

に
２

名
の

欠
席

申
し

出
(
瀧

本
昭

太
郎

、
畑

林
清

子
)
が

あ
っ

た
が

、

当
日

午
前

７
時

半
前

に
本

宮
の

世
界

遺
産

熊
野

本
宮

館
駐

車
場

に
１

６
名

が
集

結
。

今
回

は
瀧

本
グ

ル
ー

プ
か

ら
斎

藤
、

平
田

、
小

中
の

三
名

の
皆

様

が
初

ル
ー

ト
と

の
こ

と
で

参
加

さ
れ

た
。
ま

た
、
初

参
加

の
真

下
修

平
君
（

3
4

歳
）

は
、

上
北

山
村

の
地

域
お

こ
し

協
力

隊
員

と
し

て
、

休
館

中
の

ホ
テ

ル

の
再

興
に

取
り

組
ん

で
い

る
よ

う
だ

。
又

、
現

在
弥

山
・

八
経

ヶ
岳

へ
の

登

山
は

、
行

者
還

ト
ン

ネ
ル

西
口

と
天

川
村

か
ら

が
大

半
で

あ
る

が
、

上
北

山

村
か

ら
の

登
山

ル
ー

ト
も

開
拓

し
て

村
の

活
性

化
に

も
つ

な
げ

た
い

と
、
中

学
校

前
の

小
谷

林
道

か
ら

高
塚

山
経

由
、
一

ノ
多

和
迄

の
ル

ー
ト

を
整

備
中

と
の

こ
と

で
、
今

回
の

参
加

は
我

々
の

維
持

管
理

活
動

を
参

考
に

し
た

い
と

の
思

い
も

あ
っ

た
よ

う
だ

。
我

々
で

よ
け

れ
ば

お
手

伝
い

も
す

る
、

と
申

し

出
て

お
い

た
。

 

出
発

前
、
交
差

登
山

と
す

る
の

で
そ

の
班
別
や
諸
注
意

な
ど

を
話

し
、
二

班
に
分

か
れ

て
ス
タ

ー
ト

地
点

へ
向

か
っ

た
。

 

我
々
順
峯
班

は
午

前
８

時
に

山
在

峠
よ

り
ス
タ

ー
ト

す
る

。
 

 

 
 

 
 

 

出
発

前
の

説
明

 
 

 
 

 
 

 
 

山
在

峠
で

 
 

 
 

 
 
 

尾
根

鉄
塔

で
 

 順
調

に
進
み

、
１

時
間

２
０
分

で
金
剛

多
和

に
着
く

。
途

中
数

名
で
水

場

の
確
認

に
行

っ
た

が
、
水
流

も
十
分

に
あ

り
異
常

は
無

か
っ

た
。
こ

こ
ま

で

倒
木

は
一

本
だ

け
で

あ
っ

た
。
こ

の
区

間
は
昨

年
未

実
施

で
、
２

年
ぶ

り
と

な
る

。
昨
秋

の
度
重

な
る
台
風

の
襲
来

も
あ

っ
て

、
か

な
り

の
倒
木

が
あ

る

と
思

っ
て

い
た

が
、
ど

う
も

な
さ
そ

う
だ

。
 

 
 

 
 

 

金
剛

多
和

手
前

の
水

場
 

 
 

金
剛

多
和

・
役

行
者

石
像
 

 
 

金
剛

多
和

で
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さ
あ

、
い

よ
い

よ
五

大
尊

岳
と

大
森

山
へ

の
急

登
が
始

ま
る

。
今

日
の

ス

タ
ー

ト
の

山
在

峠
が
標

高
2
5
0
ｍ
位

、
最

高
点

の
大
森

山
山
頂

が
1
0
7
8
ｍ

で

単
純
標

高
差

は
8
0
0
ｍ
ほ
ど

だ
が

、
大
黒

天
神

岳
と
五

大
尊

岳
の

下
っ

た
分

を
プ
ラ

ス
す

る
と
累
積

の
標

高
差

は
1
1
0
0
ｍ
位

に
は

な
る

だ
ろ

う
。

 

ヒ
ー
ヒ

ー
喘
ぎ

な
が

ら
金
剛

多
和

か
ら

一
時

間
半

を
要

し
て

、
や

っ
と
五

大
尊

岳
北
峰

に
着
く

。
少

々
休
憩

の
後

、
降

り
た
所

で
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
の
音

が
聞

こ
え

る
。
そ

の
先

の
見

晴
ら

し
の
良

い
ピ

ー
ク

で
逆
峯
班
８
人

と
１

１

時
４
５
分

に
合
流

し
昼
食

と
し

た
。

 

聞
け

ば
約

１
０

本
を
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
処

理
し

た
が

、
相
対
的

に
登

山
道

を

含
め
問
題

の
あ

る
個
所

は
無

か
っ

た
と

の
こ

と
だ

っ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 

倒
木

は
４

本
処

理
 

 
 

 
五

大
尊

岳
北

峰
に

到
着

 
 

 
 

逆
峯

班
と

合
流

 

 車
の
キ

ー
を
交
換

し
て

、
１

２
時

３
５
分
そ

れ
ぞ

れ
上
向
き

、
下
向
き

に

出
発

す
る

。
切

畑
辻

、
篠
尾

辻
を
通
過

し
、

大
森

山
へ

の
鞍
部

ま
で
や

っ
て

き
た

。
こ

こ
か

ら
ま

た
ヒ

ー
ヒ

ー
、
ハ

ー
ハ

ー
で

あ
る

。
今

月
の

１
日

に
７

１
歳

に
な

っ
た

。
急

登
の
長

い
の

は
し

ん
ど
く

な
っ

て
き

た
。

２
０
ｍ
位
先

に
見

え
る

あ
の

大
き

な
木

の
所

ま
で

、
あ

の
岩

の
あ

る
所

ま
で

と
目
標

を
決

め
、

小
切

っ
て

登
る

こ
と

が
多
く

な
っ

た
。

 

大
森

山
手

前
、

三
角
点

の
あ

る
大
水

ノ
森

ま
で
や

っ
て
き

た
。

生
熊

さ
ん

と
高

階
さ

ん
が

コ
ー
ヒ

ー
を
用
意

し
て
く

だ
さ

る
。

梶
野

、
岩

本
、

真
下

の

３
名

が
ま

だ
着

か
な

い
。
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
の

出
番

が
少

な
い

梶
野

君
が
何

か

を
切

っ
て

い
る

よ
う

だ
。

１
５
分
位
待

っ
た

か
、

さ
あ

玉
置

辻
ま

で
下

り
ば

っ
か

り
。

一
時

間
で

玉
置

辻
に
到
着

、
お
疲

れ
さ

ん
で

し
た

。
 

 
 

 
 

 

大
森

山
へ

の
登

り
 

 
 

大
水

ノ
森

で
コ

ー
ヒ

ー
 

 
 

 
大

森
山

山
頂

に
て

 

 

最
後

は
玉

置
川

経
由

で
熊

野
本

宮
館

駐
車

場
ま

で
戻

っ
た

。
 

*
 
倒
木

も
少

な
く

道
荒

れ
も

な
い

。
台
風

の
影
響

は
略

な
か

っ
た

。
 

*
 
標
識

に
腐

り
も
無
く

、
次

回
へ

の
課
題

も
な

い
。

 

*
 
や

は
り
逆
峯

の
ほ

う
が

３
０
分
位
早

い
よ

う
だ

。
 

*
 
四

月
は
毎
週

の
行

事
予
定

で
す

。
平
成
最

後
の

行
事

で
す

の
で
ご

協

力
、
ご

参
加

を
お
願

い
致

し
ま

す
。

 

*
 

１
０
連

休
中

の
小
屋
番

も
よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
    

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

熊
野

本
宮

館
Ｐ
0
7
:
3
0
→

山
在

峠
0
8
:
0
0
→
0
8
:
3
7
尾

根
鉄
塔
→
0
9
:
1
0
大
黒

天
神

岳
0
9
:
2
7
→
水

場
→
0
9
:
4
3
金
剛

多
和
0
9
:
5
0
→
五

大
尊

岳
北
峰
1
1
:
3
3

→
1
1
:
4
5
逆
峯
班

と
合
流

(
昼
食

)
1
2
:
3
5
→

大
森

山
の

登
り
1
3
:
0
7
→
1
4
:
1
0

大
水

ノ
森

(
三
角
点

)
→

大
森

山
1
4
:
3
5
→
1
5
:
4
0
玉

置
辻
→
1
6
:
2
5
熊

野
本

宮
館
Ｐ

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
沖

﨑
、
写

真
；

梶
野

)
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逆逆 逆逆
峯
班

峯
班

峯
班

峯
班
「「 「「
玉
置

玉
置

玉
置

玉
置
(( (( 本

宮
本
宮

本
宮

本
宮
)) )) 辻辻 辻辻

～～ ～～
山
在
峠

山
在
峠

山
在
峠

山
在
峠
」」 」」
    

本
宮

の
世

界
遺

産
熊

野
本

宮
館

駐
車

場
に

集
合

し
、

玉
置

辻
か

ら
の
逆
峯

班
、

山
在

峠
か

ら
の
順
峯
班

の
二
班

に
分

か
れ

、
途

中
の
合
流

場
所

で
昼
食

と
お
互

い
の

車
の
鍵

を
交
換

し
、

本
宮

館
に
戻

る
こ

と
を
確
認

し
、

沖
﨑
代

表
の

行
動
指
示

、
初

参
加

の
上

北
山

村
の

真
下

さ
ん

、
斉

藤
和

美
さ

ん
の

山

友
の

平
田

さ
ん

、
初

参
加

の
小

中
さ

ん
ら

を
紹
介

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

出
発

地
に
向

か
う

。
 

逆
峯
班

の
８

名
は

、
川

島
車

に
児

嶋
・

濱
野

・
竹

中
、

上
村
氏
運
転

の
沖

﨑
車

に
は

斎
藤

・
平

田
・

小
中

さ
ん

が
分
乗

し
、

宮
井

大
橋

か
ら
国

道
一
六

九
号

を
経

由
し

て
、

玉
置

川
集
落

を
経

て
玉

置
辻

に
向

か
う

。
 

車
窓

か
ら

は
照
葉
樹

の
と

こ
ろ
ど

こ
ろ

に
熊

野
桜

が
ピ

ン
ク

の
花

を
咲

か

せ
、
春

の
到
来

を
つ

げ
て

い
る

。
 

し
か

し
、

玉
置

辻
に
到
着

す
る

と
風

は
頬

を
刺

す
よ

う
冷

た
く

、
な

か
な

か
止
み
そ

う
に

も
な

い
、

本
来

な
ら

上
着

を
一
枚
脱

い
で

出
発

だ
が

、
今

日

は
ま

だ
上

に
羽
織

り
た

い
く

ら
い

で
あ

る
。
全

員
準

備
が

整
い

出
発

。
 

 
 

 
 

 
熊

野
本

宮
館

Ｐ
で

始
令

 
 

 
 

 
 

玉
置

辻
で

出
発

準
備

と
参

加
者

 

 林
道

の
下

の
奧
駈

道
は

、
い

つ
崩
落

し
て

も
お

か
し
く

な
い

よ
う

な
状
態

で
あ

る
。
安
全

を
優
先

す
れ

ば
林

道
を
歩
く

方
が

は
る

か
に
安
全

で
あ

る
が

、

そ
れ

で
も
古

の
道

は
大
切

に
し

て
次

の
世
代

へ
と
繋

い
で

い
か
ね

ば
な

ら
な

い
が

、
「

山
彦
」

の
人

力
で

の
作
業

で
は

と
て

も
お
ぼ

つ
か

な
い

。
 

 
 

 
 

 

林
道

終
点

出
合

奥
駈

道
 

 
 

古
い

石
柱

道
標

 
 

 
奥

駈
道

左
側

の
皆

伐
斜

面
 

 し
ば

ら
く

し
て

今
回

の
最

高
峰

大
森

山
へ

の
登

り
に

か
か

る
。

一
番
長

い

登
り

で
あ

る
。
奧
駈

道
の
傍

ら
に
バ
イ
カ
オ
オ

レ
ン

の
可
憐

な
花

が
咲

い
て

心
を

和
ま

し
て
く

れ
る

。
杉

だ
か
檜

だ
か

の
切

り
株

に
咲
き
誇

っ
て

い
る

の

を
カ
メ
ラ

に
収
め

る
。
 

途
中

第
九
靡
「
水
呑
宿
」
へ

の
分
岐
標
識

が
あ

る
が

今
回

は
そ
ち

ら
に

は

ま
わ

ら
ず

、
旧
篠
尾

辻
・

大
平

多
山

・
甲
森
分
岐

迄
約

１
時

間
を
要

し
た

。
 

 
 

 

大
平

多
山

・
甲

森
分

岐
 

 
 

大
グ

エ
か

ら
の

眺
望

 
 

 
大

森
山

山
頂

に
て

 

 こ
こ

で
玉

置
辻

組
が
全

員
揃

い
休
憩

し
、
記
念
写

真
も
撮

る
。
更

に
進

ん

で
最

高
地
点

の
大
森

山
（

１
０

７
８
ｍ

）
の

山
頂

。
こ

こ
に

は
三
角
点

は
な
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く
標

高
示

す
標
識

が
立

て
ら

れ
て

い
る

。
 

大
森

山
か

ら
５
分
ほ
ど
歩

い
た
所

で
松

の
倒
木

。
こ

こ
か

ら
立

て
続

け
に

二
本
目

、
三

本
目
倒
木

が
道

を
塞
ぎ

児
嶋

さ
ん

の
チ
ェ

ン
ソ

ー
で
処

理
。
 

す
ぐ

下
で

川
島

さ
ん

の
チ
ェ

ン
ソ

ー
も
音

を
立

て
、
少

し
の

間
に
五

本
の

倒
木

を
処

理
す

る
。
途

中
児

嶋
さ

ん
は
奧
駈

道
の
標
識

を
取

り
付

け
る

。
又

、

女
性
陣

の
中

に
奧
駈

道
の

プ
ラ
ゴ
ミ
等

を
拾

っ
て

い
る

方
も

い
て

、
目
立
ち

は
し

な
い

が
こ

ん
な

地
道

な
活

動
も
私

た
ち

の
活

動
の

一
旦

で
あ

る
。
 

大
森

山
か

ら
１

０
分
ほ
ど
歩
く

と
大
水

ノ
森
（

１
０

４
４
．
９
ｍ

）
着
く

。

こ
こ

に
は

三
等

三
角
点

が
あ

り
、

新
宮

山
彦

の
第

４
４
次
刈
峰

行
（

平
成
５

年
４

月
１

１
日

）
標
識

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
 

 
 

 

 
 

案
内

板
手

直
し

 
 

 
 

松
腐

倒
木

の
切

除
 

 
 

大
水

ノ
森

(
三

角
点

)
に

て
 

 
 

 
 

 
 

手
鋸

で
切

除
 

 
 

 
 

こ
れ

よ
り

急
斜

面
下

り
 

 
 

倒
木

松
の

切
除

 

山
頂

か
ら

１
５
分
ほ
ど

下
っ

た
と

こ
ろ

で
、

本
宮

大
社

へ
の
標
識

が
あ

り

左
折

し
て

下
っ

て
行
く

の
だ

が
、
誤

っ
て

直
進

し
て

し
ま

い
そ

う
な

の
で

、

侵
入

し
な

い
よ

う
に

、
児

嶋
さ

ん
が

ト
ラ
ロ

ー
プ

を
張

る
。
 

切
畑

辻
で

休
憩

。
標
識

の
さ

さ
え

が
弱
く

な
り
細
引
き

で
補
強

し
、

上
村

さ
ん

は
尾

根
に
侵
入

し
な

い
よ

う
張

ら
れ

た
ロ

ー
プ

を
手

直
し

て
、
入

り
込

ま
な

い
よ

う
に

す
る

。
 

 
 

 
 

旧
篠

尾
路

・
大

森
山

へ
の

分
岐

 
 

 
切

畑
辻

到
着

 
 

 
 

ク
ヌ

ギ
倒

木
処

理
後

 

 こ
こ

か
ら

児
嶋

、
川

島
さ

ん
が

道
を
塞

ぐ
倒
木

を
処

理
し

て
、

１
１

時
４

５
分

に
山

在
峠

か
ら

の
順
峯

組
と
合
流

し
て
昼
食

と
な

る
。

 

 
 

 
 

 

 
 

小
倒

木
の

切
除

 
 

 
 

 
交

差
合

流
(
昼

食
)
 

 
 

 
本

日
の

参
加

者
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昼
食

後
は
カ
フ
ェ
「

こ
じ

ま
」

が
開
店

。
コ

ー
ヒ

ー
に

梶
野

さ
ん

の
差

し

入
れ

の
ラ

ス
ク
や

和
菓

子
、
チ
ョ

レ
ー

ト
な
ど

の
お
菓

子
も

で
て
楽

し
む

。

そ
れ
ぞ

れ
の

自
動

車
キ

ー
を
交
換

し
て

玉
置

辻
、
山

在
峠

に
向

か
っ

て
出

発
。
 

あ
と

は
五

大
尊

岳
、
金
剛

多
和

、
大
黒

天
神

岳
、

を
下

っ
て

山
在

峠
で

あ

る
が

、
登

り
よ

り
も
楽

で
は

あ
る

け
れ
ど

、
急
峻

な
下

り
が
続
き
ロ

ー
プ
や

傍
ら

の
木

を
つ

か
み

な
が

ら
も
や

は
り

結
構
膝

に
こ

た
え

る
。

ま
し

て
奧
駈

道
は

照
葉
樹

林
の
姥
目
樫
等

は
、
橅

な
ど

と
比
べ
落
葉

は
よ
く
滑

る
の

で
、

よ
り
慎
重

に
気

を
配

ら
な

い
と

い
け

な
い

。
 

 
 

 
 

 
昼

食
後

・
各

班
出

発
 

 
 

五
大

尊
岳

・
北

峰
 
 

 
 

五
大

尊
岳

・
南

峰
 

 順
峰

組
が
倒
木
等

の
処

理
を

し
て
く

れ
て

い
る

の
で

、
周
辺

の
景
色
や
蛇

行
し

て
流

れ
る

熊
野

川
の

様
子

を
眺
め

な
が

ら
下

っ
て

い
く

が
、

大
斎
原

が

な
か

な
か
視

界
に
入

っ
て

こ
な

い
。
張

り
出

し
た
支
尾

根
に
隠

れ
て
残
念

な

が
ら
望
む

こ
と

が
で
き

な
い

の
だ

。
 

金
剛

多
和

（
六

道
の

辻
）

で
休
息

。
こ

こ
の
「
役

の
行

者
像
」

は
微
笑

ん

で
い

て
、

な
か

な
か
ユ
ニ

ー
ク

で
非
常

に
珍

し
い
「
役

の
行

者
」

で
あ

る
。
 

金
剛

多
和

か
ら

大
黒

天
神

岳
（
５

７
３
．

６
ｍ

）
二
等

三
角
点

を
経

て
山

在
峠

に
１
５

時
３

０
分

に
到
着

。
 

 

 
 

 
 

 
 

金
剛

多
和

に
て

 
 

 
 

 
大

黒
天

神
岳

山
頂

 
 

 
 

尾
根

上
鉄

塔
 

  
 

 
 

 
 

ア
セ

ビ
満

開
！

 
 

 
 

 
 

 
山

在
峠

(
宝

篋
印

塔
)
に

無
事

下
山

 

 

逆
峯
班

は
、
チ
ェ

ン
ソ

ー
、

手
鋸

で
処

理
し

た
倒
木

は
１

１
本

、
児

嶋
さ

ん
が

道
中
設

置
し

た
標
識

は
７
枚

。
上

村
さ

ん
は
剪
定
鋏

で
張

り
出

し
て

い

る
枝

の
処

理
。
私

も
行

者
さ

ん
た
ち

の
袴

が
茨

の
ト
ゲ

な
ど

で
破

れ
て
困

る

と
聞

い
て

い
た

の
で

、
小

さ
な
剪
定
鋏

で
奧
駈

道
沿

い
に

生
え

て
い

る
茨

を

切
除

し
た

。
 

・
主

な
作
業
内
容

 

①
 
生
倒
木
５

本
、
腐
木

４
本

・
小
径
木

２
本
切
除

。
 

②
 
標
識
設

置
；

７
箇
所

。
標
識

手
直

し
；

１
箇
所

。
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③
 
剪
定
鋏

で
茨
等

の
小
潅
木
切
除

。
 

④
 
奥
駈

道
の
落
枝
除
去

。
 

 

今
回

の
巡

回
整

備
は

、
此
処

の
奥
駈

道
中

に
あ

る
五
カ
所

の
靡

を
全
部
巡

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

の
が

、
遠

方
よ

り
の

参
加

者
に

は
残
念

だ
っ

た
か

も
知

れ
な

い
が

、
ま

た
訪

れ
て

い
た

だ
け

た
ら

と
思

う
。
 

道
を
塞

ぐ
倒
木
処

理
、
標
識
等

の
取
付

け
に

よ
っ

て
、

よ
り
安
全

、
快
適

に
奧
駈

道
を
歩

い
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

る
と
確

信
で
き

る
活

動
で

あ
っ

た
。
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮

発
6
:
4
5
→
7
:
1
5
熊

野
本

宮
館
Ｐ
7
:
3
5
→
8：
2
0
玉

置
辻
8
:
3
0
→
8
:
5
0

林
道

終
点

出
合
→
9
:
2
2
古

い
石
柱

道
標
→
9
:
3
0
甲
森

・
大

平
多

山
分
岐

9
:
3
5
→
1
0
:
0
0

大
森

山
1
0
:
0
5
→
1
0
:
2
5

大
水

ノ
森

(
三
角
点

)
1
0
:
3
0
→

1
1
:
0
8
旧
篠
尾
路

・
大
森

山
へ

の
分
岐
→
1
1
:
1
5
切

畑
辻
1
1
:
2
0
→
1
1
:
4
5

合
流

(
昼
食

)
1
2
:
3
5
→
1
2
:
4
5
五

大
尊

岳
北
峰
→
五

大
尊

岳
南
峰
1
3
:
0
0
→

 

1
4
:
0
5
金
剛

多
和
1
4
:
1
0
→
1
4
:
3
0

大
黒

天
神

岳
→
1
4
:
5
7
尾

根
鉄
塔

1
5
:
0
5
→
1
5
:
3
0
山

在
峠
1
5
:
4
0
→
1
5
:
5
5
熊

野
本

宮
館
Ｐ
1
6
:
2
5
(
解
散

)
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記
;
濱

野
、
写

真
；

川
島

)
 

    


